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●
残
り
ご
飯
一
膳
分
プ
ラ

ス
片
栗
粉
を
混
ぜ
、
ラ
ッ

プ
に
挟
ん
で
薄
く
延
ば
し

て
丸
く
す
る
。

そ
の
後
、
フ
ラ
イ
パ
ン

に
入
れ
、
お
家
に
あ
る
材

料
で
細
か
く
切
り
、
何
で

も
上
に
載
せ
て
下
さ
い
。

最
後
に
チ
ー
ズ
を
振
り

蓋
を
閉
め
て
と
ろ
火
で
焼

く
と
出
来
上
が
り
で
す
。

18
日

杉
浦
さ
ん
の
件

中
村
雅
宥
さ
ん
同
席
、

19
日

街
頭
宣
伝
中
止

21
日

弁
護
士
相
談

（
梅
田
）

24
日

何
で
も
相
談
会

（
田
中
組
合
長
）

25
日

渋
谷
範
子
さ
ん

26
日

西
宮
相
談
会

（
Ｕ
Ｒ
住
宅
対
策

打
合
せ
）

28
日

11
月
ニ
ュ
ー
ス

編
集
会
議

福
田
美
夜
子
さ
ん

賃
料
値
上
げ
調
停
で

打
合

立
退
き
合
意
書
結
ぶ

梅
田
さ
ん
（
組
合
入

会
対
象
者
を
紹
介
）

29
日

渋
谷
範
子
さ
ん

不
当
利
得
問
題
で
打

合
せ

西
本
町
８
丁
目
町
会

阪
田
弁
護
士
同
席

30
日

近
藤
さ
ん
騒
音

問
題
で
相
談

武
富
さ
ん
修
繕
問
題

で
相
談

11

月

２
日

佐
々
木
洋
子
さ

ん
立
退
き
合
意
書
交

わ
す

中
村
孝
子
さ
ん
修
繕

問
題
で
打
合
せ

４
日

福
田
美
夜
子
さ

ん
賃
料
値
上
げ
調
停

申
立
に
回
答
書
作
成

鎌
田
さ
ん
入
会

残
り
物
で
つ
く
る

簡
単
ピ
ザ

青
木
清
子
さ
ん

本
庁

鎌
田
文
代
さ
ん

西
宮

主
な
活
動

●

阪
神
尼
崎
駅
北
中
央
公
園

（
毎
月
第
3
月
曜
日
）

11
月
16
日
（
月
）午

後
２
時
～

現
地
事
務
所
に
集
合

●

街
頭
宣
伝
チ
ラ
シ
配
布

12
月
21
日

午
後
1
時
50
分
～

組
合
事
務
所
に
集
合

●
弁
護
士
無
料
相
談

（
毎
月
第
3
水
曜
日
）

ラ
イ
ト
法
律
事
務
所
担
当

11
月
18
日
（
水
）
午
後
２
時
～

組
合
事
務
所

尼
崎
あ
お
ぞ
ら
法
律
事
務
所担

当

12
月
16
日
（
水
）

午
後
２
時
～

●
司
法
書
士
無
料
相
談

毎
月
第
２
・
４
土
曜
日
）

11
月
28
日
（
土
）
午
前
10
時
～

12
月
12
日
（
土
）
・
25
日
（
金
）

午
前
10
時
～

組
合
事
務
所
（
時
間
変
更
あ
り
）

●
西
宮
相
談
会

11
月
25
日
（
水
）
午
後
19
時
～

西
宮
民
商
会
館

●
女
子
会
リ
メ
イ
ク
教
室

12
月
１
日

９
時
30
～
正
午

民
主
共
同
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

●
き
り
た
っ
ぷ
昆
布
販
売

注
文
数

１
５
０
袋

生
産
量
の
減
少
、
送
料
の
値
上
げ
な

ど
価
格
が
変
動
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

年
末
年
始
の
料
理
に
お
使
い
下
さ
い
。

予
約
大
歓
迎
で
組
合
迄
ご
連
絡
下
さ
い

電
話
06
‐
６
４
２
９
‐
１
５
０
０
ま
で

お
知
ら
せ

17
年
７
月
に
国
連
会
議

で
採
択
さ
れ
た
核
兵
器
禁

止
条
約
批
准
国
が
50
ヶ
国

に
な
り
、
条
約
の
規
定
に

よ
り
90
日
後
の
１
月
２
２

日
に
発
効
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

こ
の
条
約
は
核
兵
器
の

非
人
道
性
を
厳
し
く
告
発

し
、
そ
の
開
発
、
実
験
、

生
産
、
使
用
、
持
ち
込
み
、

威
嚇
に
い
た
る
ま
で
の
全

面
的
に
禁
止
し
て
違
法
化

し
、
核
兵
器
に
「
悪
の
烙

印
」
を
押
す
と
共
に
完
全

廃
絶
ま
で
の
枠
組
み
と
道

筋
を
明
記
し
て
い
ま
す
。

戦
後
ず
ー
と
核
所
有
５

大
国
に
認
め
ら
れ
、
そ
れ

以
外
の
国
は
保
有
を
認
め

ら
れ
ず
、
核
兵
器
の
小
型

化
や
核
使
用
の
脅
し
の
繰

り
返
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

核
兵
器
の
廃
絶
を
求
め

る
被
爆
者
を
は
じ
め
、
世

界
で
数
千
万
の
署
名
の
声

に
押
さ
れ
、
核
兵
器
保
有

国
は
核
の
総
個
数
で
は
減

少
し
た
も
の
の
、
片
方
で

最
新
鋭
の
核
兵
器
の
小
型

化
の
開
発
が
進
み
、
核
兵

器
廃
絶
に
背
を
向
け
て
い

ま
す
。

20
世
紀
は
大
国
か
ら
支

配
さ
れ
富
を
奪
わ
れ
て
い

た
植
民
地
が
次
々
と
独
立

国
に
な
り
、
今
や
国
連
加

盟
国
は
１
９
６
ヶ
国
に
な

り
ま
し
た
。

大
国
の
思
い
通
り
に
な

ら
ず
、
独
立
国
が
政
治
の

舞
台
で
動
か
し
始
め
て
い

ま
す
。

こ
れ
ら
の
独
立
国
が
中

心
に
な
り
大
国
の
妨
害
を

排
し
、
核
兵
器
を
こ
の
世

か
ら
無
く
す
国
連
会
議
を

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
会
議
は
コ
ス
タ
リ

カ
の
国
連
代
表
（
女
性
）

が
議
長
を
務
め
、
国
や
与

野
党
、
核
廃
絶
を
め
ざ
す

団
体
が
自
由
に
参
加
出
来

る
ユ
ニ
ー
ク
な
会
議
で
し

た
。ア

メ
リ
カ
を
は
じ
め
核

保
有
国
は
会
場
外
で
抗
議

を
し
て
妨
害
し
ま
し
た
。

唯
一
の
戦
争
被
爆
国
の

10

月

12
日

役
員
会

15
日

和
田
さ
ん

（
西
宮
市
）

16
日

吉
田
さ
ん
他

17
日

佐
々
木
洋
子
さ
ん
・

娘
さ
ん
同
伴
で
打
合
せ

核
兵
器
禁
止
条
約
国
連
で
初

核
廃
絶
へ
道
筋
つ
け
る

ま
ま
、
参
加
者
か
ら
日
本

政
府
の
不
参
加
を
悔
や
ま

れ
て
い
ま
し
た
。

会
議
の
持
ち
方
は
論
議

を
尽
く
し
、
従
来
の
会
議

と
は
全
く
逆
に
な
り
ま
し

た
が
、
こ
れ
ら
に
違
反
す

れ
ば
国
連
か
ら
「
悪
の
烙

印
」
を
押
さ
れ
、
唯
一
戦

争
被
爆
国
民
の
願
い
と
一

致
す
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
・
日
本
政
府
は
直
ち

に
核
兵
器
禁
止
条
約
に
批

准
を
求
め
ま
す
。

西
宮
市
立
貝
類
館

見
学

全
国
の
貝
類
が
展
示

さ
れ
て
い
ま
す

日
時

11
月
20
日

（
金
）

場
所

西
宮
市
立

貝
類
館

入
館
料
２
０
０
円

交
通
ア
ク
セ
ス

集
合
場
所

阪
神
尼
崎
駅
改
札
前

午
前
10
時

集
合
場
所

西
宮
中
央
改
札
口
前

10
時
30
分

合
流
し
て
阪
神
バ
ス

西
宮
浜
行
き
に
乗
車
し
、

マ
リ
ー
ナ
パ
ー
ク
前
で

下
車
し
ま
す
。

問
合
せ
先

組
合
事
務
所
ま
で

電
話

06
‐
６
４
２
９
‐
１
５
０
０

担
当

桃
原
さ
ん
ま
で

２
度
と
同
じ
よ
う
な
悲
劇
を
繰
り
返

さ
な
い
よ
う
戒
め
と
願
い
を
込
め
て

（
世
界
遺
産
原
爆
ド
ー
ム

）

女
子
会
の
ご
案
内

●
餅
つ
き
大
会
中
止

●
年
末
年
始
の
休
日

12
月
26
日
～

１
月
５
日
ま
で


